
第13号様式 (第49条関係)

電 気 事 業 者 排 出 量 尚」 滅 報 告 書
◆舞働充砥所 1号機において 200S年度本格迅ほ'1始を目指し、木賞ペレットを石炭に混焼させ
る国内最大llt性のバイオマス混焼発電の計画をllLめています。これにより 存 HJ約6万トンの木

質ペレットを使用した坊合で 約 92万 トンのC02出 朋 効米がll待できます。

◆1988年から2006年にかけて水力発電所のリフレッシュエ事 (設‖↓改良による出力すけ加工事)を

失加、lS年間の工Jlの補果、累計で4万412kWの出力増となり、これによって午剛10万トンのC02出!
械効果が得られました。このlyJ組が|▼価され、当社の 「水力発電所リフレッシュエ事」は、2006

年度の 「lu駅品暖化防止活Ill環境大臣賞」を受賞しました。

従来形ブラントにおける設‖" 運用両の改善対策 舛 期発■所における当初建設計画からの蒸
条件 (圧力 温 度)変 更による発電効率向上 姫 路第一発電所における‖効率発電方式のコン

インドサイクル導入などの取紅みにより、全火力発電所の結合熱効率を12%(送 地抽、低位発
畳基神)以 上に維持しています。

(200万【‖)で は2009年の1号機超け日を目指し最lFlりとコンバインドサイクル発電方
千計画を進めています。これによって烈効率は約11%から約58%儀 電端、低位発更Frl計画を進めています。これによって

と大hHに向上する見込みです。

のお客さまへはエネルギー効率が極めて高く 省 エネ性に優れた哲j/t式空綱システムなど

介を、一般家庭のお客さまへはヒートボンプ技術を利用した前効率機器 〈エコキュート)
拡大を図り、省エネルギーを推進しています。

の電気使用逮の前年同月実親の掲載や、ホームベージ上での過去15ヶ月の電気使用丘
サービス、エネルギー削減量のシミュレーション 環 境家計殺の掲載など 省 エネル
るさまざまた情報を提供しています。
校への出前教育等により、次世代周へのエネルギーや環境FH5題についての教育を行つ

ブータンエ国における小規模水力発電所建設 地 方電化プロジェクト、西豪州におけるIじ球温
化 土 壌塩類化を防止する環境植林事業 ツ バル回における太陽光発電ブロジェクト、中国に
ける水力 風 力発電CDMプ ロジェクト、日本温暖化ガス削減基金への出資など京都メカニズける水力 風 力発電CDMプ ロジェクト、日本温暖化ガス削減基金への出資など京都メカニズ
の活用等を目指した取紅みを実加しています。
2006年度末現在で太陽光及び風力発電設備をそれぞれS60即、180k‖導入するとともに、大賜
風力発電による電力ps入や関西グリーン電力基金への協力など新エネルギー普及促進へ積極

ています。
◆S FⅢガスを用いたガス遮断器等の分解点検に隣してはSFぃを回収 再 利用するとともに、
回収装置本体に残存するガスを回収する柿B7J装置を開発し、9秘以上の回収率をllF持していま

◆",鞠地域における竹の炭化によるC02固 定 回 収有効利用の研究などの技術開発にlH極的に
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当社任力のCO“ 排出係数は既に業界トップレベルの水中ですが 平 成19年3月に 「031(ぃ C02/騨 程ヽ度 (平成22年

Jか ら ro 282kすCO″ /tWh担度 (平成20～24年度の5ヵ年平均)Jへ ときらに高い目標ldに変更しました

成18年度は原子力舜亀所の設鮒利用率向上等により 前 年,(0 35SRg c o!/1Wh)か ら約81ほ滋しました

社COィ 排出係数の実組は 「jLFF温暖化対策のIt避に関す/t法律」に基づき別述田から公求される予定です

る市内舜出発電所の所内iH貨分にlB当する排出埜は213千tCO!で した
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て自然エネルギーを利用して発電 した電気のlll絡の量を通い しました。

◆白社発屯所において自然エネルギーを本Ⅲ用して発地 した じ々気の松給の述 お よび白社以外の発4じPFlにおいて自

然エネルギーを利用して発化されたfじ気の‖‖入■を記モltしました。

◆新エネルギー等電気相当五の〕lt入ユについては RPS法 の基神利川五のllElan状況のll定につながり 今 後の

新エネルギー節4は気相当flの取号“こ形押するおそれがあるため rl上 していません


